
間崎滄浪邸跡の石碑
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「
ー
ー
私
は
紙
の
本
を
憎
ん
で
い
た
。

目
が
見
え
る
こ
と
、
本
が
持
て
る
こ

と
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
れ
る
こ
と
、
読
書

姿
勢
が
保
て
る
こ
と
、
書
店
へ
自
由
に

買
い
に
行
け
る
こ
と
、
5
つ
の
健
常
性

を
満
た
す
こ
と
を
要
求
す
る
読
書
文

化
の
マ
チ
ズ
モ
を
憎
ん
で
い
た
ー
ー
」。

2
0
2
3
年
上
半
期
の
芥
川
賞
受
賞
作

『
ハ
ン
チ
バ
ッ
ク
』
の
一
節
で
す
。
作
者

の
市
川
沙さ

央お
う

さ
ん
自
身
も
肢
体
不
自
由

に
よ
り
読
書
が
困
難
で
、
贈
呈
式
後
の

記
者
会
見
で
は
「
一
番
訴
え
た
い
の
は
、

『
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
』
が
進
ん
で
い
く

こ
と
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
視
覚
障
害
、肢
体
不
自
由
、学
習
障
害
、

知
的
障
害
、
加
齢
や
疾
病
等
に
よ
り
読

書
が
困
難
な
方
は
高
知
市
で
も
数
万
人

の
規
模
で
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
オ
ー
テ
ピ
ア
（
図
書
館
、
声
と
点
字

の
図
書
館
）
で
は
開
館
以
来
、「
読
書
バ

リ
ア
フ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
に
力
を
入
れ

て
き
ま
し
た
。
聞
い
て
読
め
る
録
音
図

書
、
大
き
な
字
の
大
活
字
本
、
指
で
読

む
点
字
図
書
、
触
っ
て
感
じ
る
布
の
絵

本
、
分
か
り
や
す
く
読
め
る
Ｌ
L
ブ
ッ

ク
、見
て
聞
い
て
読
め
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
デ
イ
ジ
ー
図
書
な
ど
、
多
様
な
読
書

の
カ
タ
チ
を
可
能
と
す
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
図
書
で
、
読
書
が
困
難
な
人
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
情
報
の
主
要
媒

体
で
あ
る
書
籍
・
新
聞
・
雑
誌
等
の
活

字
媒
体
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る「
読

書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
推
進
は
、
障
害

の
あ
る
人
へ
の
「
質
の
高
い
教
育
の
保

障
」や「
情
報
の
不
平
等
の
解
消
」な
ど
、

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
を
理
念
と
す

る
S
D
G
s
の
取
り
組
み
の
推
進
に
も

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

　
2
0
1
9
年
６
月
に
は
読
書
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
が
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

誰
も
が
読
書
を
楽
し
め
る
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
何
よ
り
も
多
く
の
人
が
読

書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
心
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。
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高
知
あ
た
ご
劇
場
（
愛
宕
町
一
丁
目
）
か

ら
東
へ
歩
い
て
二
つ
目
の
交
差
点
に
、「
間

崎
滄
浪
邸
跡
」
の
石
碑
が
あ
る
。

　
間
崎
滄
浪（
一
八
三
四
～
一
八
六
三
年
）
は

土
佐
勤
王
党
に
四
番
目
に
加
盟
し
た
学
者
で

あ
る
。
間
崎
家
は
代
々
、幡
多
郡
間
崎
村（
現

四
万
十
市
）の
庄
屋
を
務
め
て
い
た
が
、
滄

浪
の
父・房
之
助
は
高
知
城
下
に
出
て
医
業

を
開
業
し
た
。

　

滄
浪
は
幼
少
時
か
ら
頭
が
良
く
、
細
川

潤じ
ゅ
ん
じ
ろ
う

次
郞
・
岩
崎
馬
之
助
と
並
ん
で
「
三さ

ん

奇き

童ど
う

」
と
呼
ば
れ
た
。
平
尾
道
雄
著
『
間
崎
滄

浪
』
に
よ
る
と
、三
歳
に
し
て
文
字
が
読
め
、

四
歳
に
し
て
孝こ

う
き
ょ
う経

の
文
章
を
暗
唱
し
、
六
歳

に
し
て
四し

し
ょ
ご
き
ょ
う

書
五
経
（
儒
学
で
重
要
な
経
典
と

さ
れ
た
書
物
）
を
学
び
、
七
歳
に
し
て
漢
詩

を
作
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
わ
れ
る
。

　
滄
浪
は
十
七
歳
で
江
戸
に
遊
学
し
、
二
十

歳
の
時
、
高
知
城
北
江
ノ
口
村
（
現
北
本
町

一
丁
目
）
に
塾
を
開
い
た
。
塾
の
建
築
は
、

嘉か

永え
い

六
（
一
八
五
三
）
年
七
月
二
十
日
に
地

固
め
を
終
え
、
二
十
四
日
か
二
十
五
日
に
は

立
柱
式
を
行
っ
た
。
順
調
に
進
む
と
思
わ
れ

た
が
、
落
成
が
近
づ
い
た
九
月
下
旬
に
建
築

費
が
不
足
す
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
。

九
月
二
十
七
日
付
け
で
知
人
の
野
村
竜
助
に

送
っ
た
手
紙
に
よ
る
と
、
不
足
額
は
二
十
五

両
。
建
築
費
が
増
額
し
た
理
由
は
「
案
外
の

こ
と
が
で
た
た
め
費
用
が
増
額
に
な
っ
た
」

と
あ
る
だ
け
で
、
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は

書
か
れ
て
い
な
い
。
大
工
と
の
交
渉
が
ま
と

ま
ら
な
か
っ
た
滄
浪
は
、
野
村
に
二
十
五
両

の
借
金
を
依
頼
し
て
い
る
。

　
な
ん
と
か
や
り
く
り
を
し
て
で
き
あ
が
っ

た
塾
に
は
門
下
生
が
数
百
人
集
ま
っ
た
と
い

わ
れ
、
そ
の
中
に
は
中
岡
慎
太
郎
、
吉
村
虎と

ら

太た

郎ろ
う

、
島
本
審し

ん
次じ

郎ろ
う

ら
幕
末
の
政
治
運
動
で

活
躍
し
た
人
物
が
い
る
。

　
滄
浪
が
借
金
の
返
済
に
苦
し
ん
で
い
る
こ

と
は
、
中
岡
慎
太
郎
が
勘
右
衛
門
（
名
字
等

不
明
）
に
二
月
二
十
七
日
付
け
で
送
っ
た
手

紙
に
書
か
れ
て
い
る
（
手
紙
の
推
定
年
代
は

文
久
元
〔
一
八
六
一
〕
年
）。
師
の
苦
労
を

見
か
ね
た
慎
太
郎
は
、
吉
村
虎
太
郎
と
一
緒

に
衆し

ゅ
う
ぎ
こ
う

議
講
（
事
業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
費

用
を
募
金
す
る
こ
と
）
を
行
っ
て
い
る
。

　
滄
浪
と
慎
太
郎
ら
師
弟
が
熱
く
議
論
を
交

わ
し
た
で
あ
ろ
う
場
所
は
、
今
で
は
ひ
っ
そ

り
と
し
た
住
宅
街
と
な
り
、
そ
の
中
に
静
か

に
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。

▲見て聞いて楽しめるマル
チメディアデイジー図書

質の高い教育を
みんなに

〔ゴール4〕

人や国の不平等
をなくそう

〔ゴール10〕

市役所の 推 しゴト

犬や猫の正しい飼い方を広めるための情報発
信やチラシの配布、講習会の開催などを行っ
ています。ホームページでは、犬や猫につい
てのQ&Aや困り事へ
の対応策なども掲載
していますので、ぜひ
ご覧ください。

【問い合わせ】生活食品課☎ 822-0588
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9 . 1
〔  金  〕

9.30
〔  土  〕

詳しくは
Facebookで♪

生活食品課（動物愛護） 編

■食品衛生や生活環境衛生以外にも、
　こんな仕事をしている課です

犬の登録 地域猫活動
の支援

動物愛護
啓発

知っていますか？�犬や猫の飼い主のマナー�
犬や猫などの動物は、私たちの生活環境に密接に関わっています。
動物との正しい付き合い方を啓発することも私たちの仕事です。

動
物
愛
護
？

■動物も人も共生できる社会の実現のために

市役
所のお仕事

を紹介します

23 〔土・祝〕9月 日

土佐山
彼岸花感謝祭

棚田と彼岸花の鮮やかな景色が広がる土佐山東川地
区。赤と緑の見事なコントラストをカメラに収めよう
とする人の姿がたくさん見られました。

18 〔月・祝〕9月 日
アニマルランド
ご長寿動物のお祝い
敬老の日に合わせ、チンパン
ジーのオスとしては現在国内
最高齢 60 歳の「タロー」と、
推定 29 歳以上のニッポンツ
キノワグマ「ワカ」の長寿を
祝いました。

10 〔日〕9月 日

こうち介護カフェ
inオーテピア

介護に関わるさまざまな人が集まり、認知症の擬似
体験やいきいき百歳体操の体験などを通して、楽し
みながら介護を学びました。

23 〔土・祝〕9月 日

交通安全ひろば

中央公園で、パトカーや消防車などの乗車体験やス
テージイベントが行われ、子どもたちが楽しみなが
ら交通安全について学びました。

1 〔金〕9月 日

介良民具館が
オープン

介良地区に古くから伝わる民具約 100 点が展示され
ている介良民具館が介良小学校内へ移転し、リニュー
アルオープンしました。

24 〔日〕9月 日

高知市 SDGs イ
ベント in イオン
モール高知

SDGs 週間に合わせ、健康から地球環境まで幅広い
テーマのイベントが開催されました。見て、触れて、
体験できる展示は子どもたちに大人気でした。

　　
　
生
活
食
品
課
な
の
に

　　
　
・
・
・
・

その他の
業務内容は
こちらから

▼

▲生活食品課は総合あんしんセンターの1階です！

犬猫のためのクラウドファンディン
グを11月30日㈭まで実施中！

詳細は
こちら

▼
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